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■眼底カメラ開発のきっかけ
　県内のへき地の病院や、島しょ

部の患者さんが多い県立広島病

院で患者さんを診察していると、

眼底疾患である糖尿病網膜症や

緑内障にり患し、末期の状態ま

で進行している患者さんが多い

ことに気が付きました。早期に

受診をしなかった理由を尋ねる

と、家の近くに眼科医がいなく

て、眼科の受診がおっくうになっ

ていたと答える患者さんが大半

でした。

　30年前には、糖尿病網膜症も

緑内障も早期に病気を診断でき

ても、進行を抑えることができ

ず、失明を待つしかなかったの

が現実です。しかし、近年は治

療法が確立され、早期に診断・

治療を始めれば失明を防げるよ

うになってきました。眼科の受

診が困難な患者さんを何とかし

てあげたい、と思ったのが、遠

隔診断に使うスマートフォン接

続型の眼底カメラ開発のきっか

けになりました。

■コロナ禍が開発を加速
　コロナ禍で医療分野でも遠隔

診療が進むようになり、そのタ

イミングで、研究開発に必要な

スマホなどのデバイスや人工知

能（ＡＩ）などが専門の大学内の

先生たちとチームを組めたこと

が、眼底カメラの開発を加速さ

せてくれました。

　眼科医は、特殊なレンズと光

を発生する光源を組み合わせて

眼底を診ますが、それには熟練

の技術が必要です。診断する眼

科医の目を、そのままスマホと

レンズで再現させたのが眼底カ

メラです。ＡＩの技術を使って、

眼底カメラで撮った動画から、

正確な眼底の箇所を静止画とし

て抜き出すことができました。

眼底カメラの開発は、今年３月、

中国地方の女性を対象にしたビ

ジネスプランコンテストで大賞

を受賞、これからの研究の励み

になりました。

■次の一手
　開発した眼底カメラを医療機

器として承認してもらったり、

保険診療で扱ってもらえたりで

きるよう準備を進めています。

眼科以外の医療従事者が撮影し

た画像を、眼科医が遠隔で診断

できる仕組みづくりを目指し、

眼科受診困難者の解消に努めま

す。

　大切なのは、テクノロジーだ

けで終わらせないこと。静止画

像をもとにＡＩが診断できるよ

うにしますが、データには必ず

専門の眼科医をひも付けし、早

期発見、早期治療に結び付けて

いきます。チームのメンバーを

中心にスタートアップの企業を

立ち上げ、今年中に社会実装が

できれば、と願っています。

■心に留めていること
　「人事を尽くして天命を待つ」

ですね。命を預かる医学の世界

では、人の最期の最期は神の領

域です。ただ、そこに至るまで

は、決してあきらめない、医者

としての努力が求められます。

これからも「みんなが100歳まで

明るい世界を」を目標に掲げな

がら、一人でも視覚障がい者が

減ることを願って、治療・研究

に当たりたいと思っています。
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